



















































































いる。学習者の文法として、文法学習（[the act of] learning grammar）、文法知識（knowledge
of grammar）、文法知識の活用（access to knowledge of grammar）の3点があげられ、教師の文






















1クラス 中級下～中級上 3級合格レベルに達する者が半数 総得点率　41～ 61％
2クラス 中級上～上級下 全員3級合格レベル　2級合格レベルは約半数 総得点率　56～ 83％
3クラス 上級下～上級上 全員3級合格レベル　2級合格レベルは約6割 総得点率　65～ 87％


































































































































































































































































































































































































① 去年車を買いました。 ◎7 〇2
②「もう買った？」「ううん、まだ買っていない。」 ◎3 ○6
③ 京都へ行った時、和紙の人形を買おうと思っています。 ◎2 ○6 △1
④ ビタミン剤の入ったビンが並んでいる。 ○8 △1
⑤ 曲がりくねった道を通ると、気持ち悪くなる。 ○7 △2
⑥ あっ、あった。あった。こんなところにあった。 ◎1 ○6 △2
⑦ 明日の会議は3時からでしたね。 ◎2 ○3 △3 ×1
⑧ さあ、買った！買った！ ○6 △2 ×1
表 6　「た」の用法に関する調査
◎：用法の説明がで
きる。
○：説明はできない
が、知っている。
△：見たり聞いたり
したことはある
が、よく知らな
い。
×：見たことも聞い
たこともない。
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継続動詞・瞬間動詞に関しては、4名が全く知らないと回答している。意志的動詞・無意志的
動詞の区別も、意志動詞を全然知らないとの回答が2名、無意志動詞は5名が全然知らないと
回答しており、その区別が文型との共起制限になる場合があることを知らない研修生が多いこ
とが推し量れる。比較的運用力の高い研修生でも、中・上級の文法知識や明示的な文法知識は
持ち合わせていない場合が多いのである。
市川（1992）では、留学生を対象とした初級項目の既習力診断テストの開発に関する報告が
見られるが、このような「既習力」をはかる方法を、外国人日本語教師の保持している文法の
明示的知識を把握する方向に向けて開発する必要があると考える。外国人日本語教師の場合、
本人の運用力に加え、教授対象者がどのレベルか、中学・高校生なのか、それとも大学などの
日本語専門コースの学生なのかによっても、文法に関して保持している明示的知識も、必要と
なる明示的知識も異なっているように思う。1.2で触れた研修生の多様性によるニーズの違い
は、必要とされる文法の明示的知識に強く影響を与えており、その違いを視野に入れた上での
知識の整理があってはじめて、研修生の文法を教える力も含めた「文法能力」の判断テストの
開発が可能となる。このように文法シラバスの整備のために、各種の調査をし、データを蓄積
していく必要があるのである。
3.3.3 運用に結びつく言語規則の提示
最近の日本語教育のための文法は、文法の捉え方を、言語の形式に注目した正確さ重視の文
法から、コミュニケーション能力を支える、言語の運用をめざした文法への転換期にあり、教
育現場との関連をより具体的に模索している時期と言えよう。2003年度日本語教育学会秋季
大会のシンポジウムも「正確な文を作れる能力より、現実的な状況の中でのコミュニケーショ
ン能力を重視した新しい日本語教育文法の具体的提示」という観点に立つものである。
日本語国際センターの外国人日本語教師研修においても、コミュニケーションの観点から言
語を捉える視点を持つことを、様々な科目を通して伝えている。言語の運用のためには、どん
な場面で使用されるのか、その場面におけるその表現の使用は、現実にあり得ることなのかと
いう視点が非常に重要となってくる。教授法授業では、文型の導入から練習の、どの段階にお
いても、場面を意識した教授活動を実践することの重要性を説き、日常生活におけるコミュニ
ケーション活動の考察などを行っている。しかし、教授法授業の枠組みでは、具体的な文法事
項の検討は、時間の関係上、ごく一部しか扱えず、個々の文法項目に関する考察は、研修生各
自に任されている。その際、研修生が参考にできるものとしては、教師用マニュアルや文法関
連の参考書があるが、ネイティブ日本語教師が読むことが想定されている場合が多く、上級レ
ベルに達している研修生でも、書かれている情報を理解することは、容易ではない。言語ルー
ルの記述は、特定の学習者を想定するのではなく、かなり一般化がはかられることが多く、抽
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象的になりがちである。しかし、文法知識の有効な活用は、具体的な場面を想定し、そこで使
用される言語表現に即して考えてこそ可能となると考える。
川口（2000）では、「文脈化」とい用語を用いて、学習対象項目を「だれからだれにむけて」
「どういう目的をもって」発信されるのかを記述する必要性を説き、「ナラ表現」の文脈化、教
材化の具体例を提示している。このような取り組みも、文法シラバス整備に向けて今後参考に
するべきことの一つであろう。今後、個々の文法項目に関して、言語の運用に結びつく言語規
則を抽出し、その中でも研修生にとって必要度の高い言語規則とは何か、その規則を理解しや
すい場面はどんな場面かなどを検討し整理することが課題である。
4. まとめ
本稿では、学習者と教師という両側面を持っている外国人日本語教師における文法授業のあ
り方を、学習者の文法と教師の文法の枠組みで考察し、具体的なニーズ・レディネスの分析を
通して、外国人日本語教師の両側面に注目することの意義を確認した。そして運用力の高低に
よって外国人日本語教師研修における文法授業の内容を整理することを提案し、特に運用力が
高めの外国人日本語教師の特性を考慮した、文法シラバスの整備が必要であることの事例を紹
介した。
外国人日本語教師のための文法の授業内容と研修生の多様性との関係を整理すると表7にな
る。
この表の中に具体的に何が入るのか、具体的な文法項目に即して、言語の研究成果の現場へ
の還元を考えていかなければならない。もちろんその際には、これまでに行われた研修におけ
る文法授業の記録（授業報告書や授業のハンドアウト）も貴重な資料となることは言うまでも
ないが、外国人日本語教師の文法に関する実情の調査を積極的に行い、データを蓄積すること
も必要である。外国人日本語教師が必要とする文法の明示的知識は何か、そしてその知識を、
自国での授業で生かせるようにするためには、研修における文法授業で何を提供すれば良いの
か、表7の内容として、恐らく多数のことが想定されるであろう。しかし、限られた回数しか
表7　文法授業の内容と研修生の多様性との関係
日本語運用力（低め） 日本語運用力（高め） その他の多様性
文法学習
学習者の文法 文法知識
文法知識の活用
教師の文法
文法の明示的知識
文法指導
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ない授業で、表のどこに位置するものを選んでやっているのか、授業担当者も研修生も双方が
意識化できれば、文法授業の目標認識のずれは少なくなるであろう。小林（2002）は、教育文
法というものを、「個々の現場で用いるためには、規範文法と記述文法における文法記述がさ
らに噛み砕かれる必要があり、それは、学習者、学習条件が特定されて始めて可能な作業とな
る」としている。この指摘のように、文法の明示的知識も、個々の学習者によって異なってく
るはずである。研修における文法授業をとりまく環境は、図2のようになっている。外国人日
本語教師の背後には、日本語学習者の存在がある。研修における文法授業は、言語研究の成果
と海外の教育現場を結びつける重要な橋渡しの役割を担っているのである。外国人日本語教師
研修の文法シラバスを整備するにあたっては、研修生の声を聞き、海外の教育現場に役に立つ
ものを目指さなければならない。そのためには、外国人日本語教師の協力が必要であることも
最後に確認したい。
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心より感謝申し上げます。
〔注〕
（1）1997年～2002年の短期研修のプレースメントテストでは、会話テストとしてACTFL-OPI
を、筆記試験として日本語能力試験（2～3級）に準拠した試験を使用している。表1の総
得点率は、個人の総得点が、筆記試験の総得点のどのぐらいの割合に当たるかを示す。
（2）授業への評価としては、良い場合も悪い場合も混在しているが、ニーズを明らかにすると
いう目的から、同じような内容をさすものをなるべくまとめて表示した。
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